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記

録

的

な
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が
九

州

北

部

を
襲

う 

『
地
域
の
皆
様
と
の
勉
強
会
』
を
各
地
で
開
催 

 

参
議
院
議
員
と
し
て
国
政
に
携
わ
っ
た

10

年
の
取

り
組
み
や
、
問
題
が
山
積
と
な
っ
た
先
の
国
会
で
の
報
告

を
中
心
に
勉
強
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
も
、
大
島
九
州
男
の
国
政
報
告
会
や
意
見
交
換
会

を
、
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
行
う
予
定
で
す
。 

近
隣
で
開
催
の
際
は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

Ohshima-Kusuo Report 

７
月
７
日 

民
進
党
災
害
対
策
部
門 

豪
雨
等
災
害
対
策
本
部
合
同
会
議
を
開
催 

こ
の
た
び
九
州
地
方
の
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
な
お
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
、
復
旧
作
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
皆
様
の 

ご
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
福
岡
、
大
分
両

県
等
の
豪
雨
災
害
の
現
状
と
政
府
の
対
応

に
つ
い
て
、
内
閣
府
、
気
象
庁
、
国
交
省
、

海
上
保
安
庁
か
ら
の
説
明
や
党
福
岡
・
大
分

両
県
連
か
ら
の
視
察
報
告
を
受
け
、
今
後
の

取
り
組
み
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
、
民
主
党

政
権
時
の
経
験
を
踏
ま
え
、
所
要
の
対
応
を

政
府
に
対
し
て
要
請
し
ま
し
た
。 

 

７
月
15

日 

蓮
舫
民
進
党
代
表
（
当
時
）
と
被
害
状
況
を
視
察 

大
分
県
日
田
市
で
は
日
田
市
役
所
を
訪
問

し
、
原
田
市
長
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

被
害
の
大
き
か
っ
た
小
野
地
区
、
大
鶴
地
区

で
被
災
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
福
岡
県
の
東
峰
村
を
訪
れ
、
東
峰

村
役
場
で
は
渋
谷
村
長
か
ら
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
い
ず
み
館
や
宝
珠
山
き
の
こ
組
合
で

被
災
現
場
を
視
察
し
避
難
者
か
ら
現
状
の
聞

き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。 

７
月
20

日 

菅 

内
閣
官
房
長
官
に
緊
急
申
し
入
れ 

野
田
佳
彦 

民
進
党
幹
事
長
（
当
時
）
と
と
も
に
、

総
理
官
邸
で
、
九
州
北
部
で
起
き
た
豪
雨
災
害
に
関

す
る
緊
急
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

菅
官
房
長
官
は 

「
緊
急
申
し
入
れ
は
ま
さ 

に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ 

て
い
る
。
で
き
る
こ
と
は 

す
べ
て
や
る
と
い
う
思
い 

で
、
し
っ
か
り
対
応
さ
せ 

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
応 

じ
ま
し
た
。 

 

緊
急
申
し
入
れ
は
、
福 

岡
県
・
大
分
県
の
現
地
視 

察
、
関
係
省
庁
か
ら
の
ヒ 

ア
リ
ン
グ
や
地
元
県
連
か
ら
の
報
告
に
よ
り
、
被
害

状
況
の
把
握
と
、
被
災
者
の
方
々
の
緊
急
要
望
を
集

約
し
た
も
の
で
、
以
下
の
７
項
目
の
提
言
で
す
。 

１
．
被
災
者
の
救
助
等 

２
．
激
甚
災
害
の
指
定 

３
．
被
災
者
生
活
支
援
の
強
化 

４
．
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
財
政
支
援
の
強
化 

５
．
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
、 

公
共
土
木
施
設
等
の
早
期
復
旧 

６
．
産
業
復
興
支
援 

７
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援 

 
 

復
興
推
進
本
部
副
事
務
局
長
・
ネ
ク
ス
ト
復
興
副
大
臣
と
し
て
福
島
県
を
視
察 

７
月
２１
日
、
東
日
本
大
震
災
復
旧
・

復
興
推
進
本
部
、
東
京
電
力
福
島
第
１

原
子
力
発
電
所
事
故
対
策
・
福
島
復
興

推
進
本
部
、「
次
の
内
閣
」
復
興
部
門
の

関
係
議
員
と
、
通
常
国
会
で
審
議
さ
れ

た
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
や
、
地

域
が
か
か
え
て
い
る
現
状
や
課
題
に
つ

い
て
、
川
内
村
長
、
広
野
町
長
、
楢
葉

町
長
と
の
意
見
交
換
と
現
状
視
察
を
行

い
ま
し
た
。 

を
受
け
ま
し
た
。 

楢
葉
町
で
は
、
楢
葉
町
役
場
で
町
長

と
意
見
交
換
を
行
い
、
町
の
原
風
景
を

取
り
戻
す
農
業
再
生
に
係
る
支
援
や

将
来
を
支
え
る
子
ど
も
の
教
育
に
対

す
る
支
援
な
ど
に
つ
い
て
の
要
望
書

を
受
け
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
項
目

に
関
す
る
説
明
を
受
け
、
天
神
岬
ス
ポ

ー
ツ
公
園
の
展
望
デ
ッ
キ
「
み
る
ー
る

天
神
」
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

川
内
村
で
は
、
川
内
村
役
場
で
村
長

と
意
見
交
換
を
行
い
、
仮
設
住
宅
、
災

害
公
営
住
宅
、
商
業
施
設
、
野
菜
工
場
、

備
蓄
倉
庫
、
コ
ド
モ
エ
ナ
ジ
ー
、
造
成

中
の
田
ノ
入
工
業
団
地
を
視
察
し
ま
し

た
。 

 

広
野
町
で
は
、
広
野
町
役
場
で
町
長

と
意
見
交
換
を
行
い
、
公
設
商
業
施
設

「
ひ
ろ
の
て
ら
す
」
を
視
察
し
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
町
長
か
ら
説
明 

 

平成 29 年 7 月 九州北部豪雨 

 

 

「
勉
強
会
」
開
催
場
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
！ 

勉
強
会
を
ご
希
望
の
方
は
、
大
島
九
州
男
事
務
所
ま
で
お
声
か

け
く
だ
さ
い
。
大
島
九
州
男
が
、
全
国
ど
こ
で
も
足
を
運
び
ま

す
。
皆
様
の
お
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 



 

 

 東奔西走/現場主義 

７月４日、５日の両日、民進党総合交通ビジョン検討ワーキング・チームと 

ＪＲ北海道路線維持検討小委員会は、ＪＲ北海道の路線維持問題について意見 

交換と現地視察を行いました。 

 ４日には、釧路市で、地元の労働組合、釧路地方総合開発期成会ＪＲ花咲線・ 

釧網線特別委員会との意見交換を行いました。その後、ＪＲ釧路駅から釧網線に 

乗車し、ＪＲ北海道から説明を受けました。 

 ５日には、ＪＲ北海道の社長と意見交換を行いました。 

大島九州男からは、「夢のある提案もしていきたいというのは、一つ明かりが見え 

るような話だった」といった意見を述べました。 また、党北海道連で会議を開き、今後の対応等について協議しました。 

 

７月３日、ＪＩＣＡ市ヶ谷ビルで開催され

た式典及び懇親会に参加しました。 

ＪＩＣＡボランティア派遣事業（青年海外

協力隊、シニア海外ボランティア等）に参加

した７０名が、各々の開発途上国での活動を 

終えて帰国し、 

外務省から外務大臣 

感謝状を授与されま 

した。 

 

７月１日、国連環境計画、熊本県、水俣市及び環境省は、世界の水銀

対策の新たな一歩となる水俣条約の発効をお祝いするため、熊本県水俣

市で記念行事を開催しました。 

「水銀に関する水俣条約」は、世界各国が国際的な協調のもとに水銀

及びその化合物の人為的な排出及び放出から人の健康及び環境を保護す

ることを目的としています。 

主として水銀の採掘から水銀化合物及び水銀使用製品などの輸出入管

理、使用、排出、放出、廃棄等に至るライフサイクル全体を包括的に規

制する国際条約です。 

水銀の使用量や排出量を減らし、 

健康や環境へのリスクを削減しよ 

うとする大変意義深いものです。 

 

 

７月１６日 

創美流華道 第 62 回 涼風七夕い

けばな展 開場式に参加し、テープ

カットしました。 

 

▶水俣条約発効記念行事 

▶総合交通ビジョン検討ワーキング・チーム 

北海道路線維持問題 視察 

▶帰国 JICAボランティアへの 
外務大臣感謝状授与式及び懇談会 

Ohshima-Kusuo Report 

▶涼風七夕いけばな展 テープカット 


